
(57)【要約】

【課題】有機物含有液の安定した発酵処理を安全に維持

できる有機物含有液の発酵槽投入方法及び処理装置を提

供する。

【解決手段】微生物との接触により有機物含有液Ｓを分

解する発酵槽１に、被処理液Ｓを下部から抜き出し頂部

に分散配置した複数の吐出口８へ戻すポンプ６付き外付

け循環路５を設け、循環路５上に発酵槽１の液面レベル

Ｌの高さの液溜タンク10を接続する。被処理液Ｓを液溜

タンク10経由で循環路５に供給し、循環路５の循環液Ｓ

と共に複数の吐出口８から発酵槽１に投入して循環させ

る。好ましくは、液溜タンク10内に発酵槽１内の上部空

間４と連通する頂部空間13を設け、被処理液Ｓを液溜タ

ンク10の頂部空間13に取り入れ底部から循環路５に供給

する。更に、液溜タンク10の頂部及び底部を循環路５の

ポンプ下流側5b及び上流側5aに接続し、被処理液Ｓをポ

ンプ下流側5bから液溜タンク10内に引き込んだ循環液Ｓ

と混合してポンプ上流側5aへ供給する。

　【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
分 解 微 生 物 を 保 持 し 微 生 物 と の 接 触 に よ り 有 機 物 含 有 液 を 分 解 す る 発 酵 槽 に 槽 内 の 有 機 物
含 有 液 を 下 部 か ら 抜 き 出 し 頂 部 に 分 散 配 置 し た 複 数 の 吐 出 口 へ 戻 す ポ ン プ 付 き 外 付 け 循 環
路 を 設 け 、 被 処 理 有 機 物 含 有 液 を 発 酵 槽 の 液 面 レ ベ ル 高 さ に 保 持 し た 液 溜 タ ン ク を 介 し て
循 環 路 に 供 給 し 且 つ 循 環 路 の 循 環 液 と 共 に 前 記 複 数 の 吐 出 口 か ら 発 酵 槽 内 に 投 入 し て な る
有 機 物 含 有 液 の 発 酵 槽 投 入 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 方 法 に お い て 、 前 記 液 溜 タ ン ク 内 に 発 酵 槽 内 の 上 部 空 間 と 連 通 す る 頂 部 空 間 を
設 け 、 被 処 理 有 機 物 含 有 液 を 液 溜 タ ン ク の 頂 部 空 間 に 取 り 入 れ 液 溜 タ ン ク の 底 部 か ら 循 環
路 に 供 給 し て な る 有 機 物 含 有 液 の 発 酵 槽 投 入 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ の 方 法 に お い て 、 前 記 液 溜 タ ン ク に 分 解 処 理 添 加 剤 を 供 給 し 、 被 処 理 有 機
物 含 有 液 を 添 加 剤 と 共 に 発 酵 槽 内 に 投 入 し て な る 有 機 物 含 有 液 の 発 酵 槽 投 入 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か の 方 法 に お い て 、 前 記 液 溜 タ ン ク の 頂 部 及 び 底 部 を 循 環 路 の ポ ン
プ 下 流 側 及 び 上 流 側 に 接 続 し 、 被 処 理 有 機 物 含 有 液 を 循 環 路 の ポ ン プ 下 流 側 か ら 液 溜 タ ン
ク 内 に 引 き 込 ん だ 循 環 液 と 混 合 し て 循 環 路 の ポ ン プ 上 流 側 へ 供 給 し て な る 有 機 物 含 有 液 の
発 酵 槽 投 入 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ の 方 法 に お い て 、 前 記 発 酵 槽 と 液 溜 タ ン ク と を 液 面 レ ベ ル 高 さ の 開 閉 弁 付 き 異 物
排 出 路 で 連 結 し 、 前 記 循 環 路 の ポ ン プ 下 流 側 に 切 替 弁 経 由 で 異 物 タ ン ク を 接 続 し 、 前 記 開
閉 弁 の 開 放 と 前 記 切 替 弁 の 切 り 替 え と に よ り 発 酵 槽 内 の 液 面 の 浮 遊 異 物 を 液 溜 タ ン ク 経 由
で 異 物 タ ン ク に 排 出 し て な る 有 機 物 含 有 液 の 発 酵 槽 投 入 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
分 解 微 生 物 を 保 持 し 微 生 物 と の 接 触 に よ り 有 機 物 含 有 液 を 分 解 す る 発 酵 槽 、 発 酵 槽 内 の 有
機 物 含 有 液 を 下 部 か ら 抜 き 出 し 頂 部 に 分 散 配 置 し た 複 数 の 吐 出 口 へ 戻 す ポ ン プ 付 き 外 付 け
循 環 路 、 発 酵 槽 の 液 面 レ ベ ル 高 さ に 保 持 さ れ 且 つ 底 部 が 循 環 路 に 接 続 さ れ た 液 溜 タ ン ク 、
及 び 液 溜 タ ン ク の 頂 部 に 接 続 さ れ た 被 処 理 有 機 物 含 有 液 の 供 給 路 を 備 え て な る 有 機 物 含 有
液 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ の 装 置 に お い て 、 前 記 液 溜 タ ン ク 内 の 頂 部 と 発 酵 槽 内 の 上 部 空 間 と を 連 通 す る 均
圧 路 を 設 け て な る 有 機 物 含 有 液 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ６ 又 は ７ の 装 置 に お い て 、 前 記 液 溜 タ ン ク に 分 解 処 理 添 加 剤 の 供 給 口 を 設 け て な る
有 機 物 含 有 液 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ６ か ら ８ の 何 れ か の 装 置 に お い て 、 前 記 液 溜 タ ン ク の 底 部 を 循 環 路 の ポ ン プ 上 流 側
に 接 続 す る 流 出 路 、 及 び 前 記 液 溜 タ ン ク の 頂 部 に 循 環 路 の ポ ン プ 下 流 側 か ら 循 環 液 を 引 き
込 む 調 節 弁 付 き 引 込 路 を 設 け て な る 有 機 物 含 有 液 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ９ の 装 置 に お い て 、 前 記 循 環 路 の ポ ン プ 下 流 側 に 切 替 弁 経 由 で 接 続 さ れ た 異 物 タ ン
ク 、 及 び 発 酵 槽 と 液 溜 タ ン ク と を 液 面 レ ベ ル 高 さ で 連 結 す る 開 閉 弁 付 き 異 物 排 出 路 を 設 け
て な る 有 機 物 含 有 液 の 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 物 含 有 液 の 発 酵 槽 投 入 方 法 及 び 処 理 装 置 に 関 し 、 と く に 有 機 物 含 有 液 を
メ タ ン 発 酵 微 生 物 群 と の 接 触 に よ り 分 解 す る 発 酵 槽 へ 被 処 理 有 機 物 含 有 液 を 投 入 す る 方 法
及 び そ の 方 法 の 実 施 に 使 用 す る 有 機 物 含 有 液 の 処 理 装 置 に 関 す る 。
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　 本 発 明 は 、 有 機 性 廃 棄 物 の 粉 砕 ス ラ リ ー 等 を メ タ ン 発 酵 微 生 物 群 と の 接 触 に よ り 分 解 し
て バ イ オ ガ ス を エ ネ ル ギ ー と し て 回 収 す る 廃 棄 物 再 資 源 化 型 の メ タ ン 発 酵 施 設 等 に 有 効 に
利 用 す る こ と が で き る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 循 環 型 社 会 の 形 成 を 目 指 し て 、 従 来 は 焼 却 ・ 埋 立 て 処 分 さ れ て き た 一 般 家 庭 や ホ テ ル ・
レ ス ト ラ ン 等 か ら 排 出 さ れ る 生 ご み 、 食 品 工 場 等 か ら 排 出 さ れ る 食 品 製 造 残 さ 、 農 業 ・ 林
業 ・ 水 産 ・ 畜 産 施 設 や 工 場 等 か ら 排 出 さ れ る 動 植 物 性 残 さ 等 の 有 機 性 廃 棄 物 か ら メ タ ン 発
酵 処 理 に よ り エ ネ ル ギ ー を 回 収 す る 再 資 源 化 技 術 が 開 発 さ れ 普 及 が 進 め ら れ て い る 。 例 え
ば 特 許 文 献 １ 及 び ２ は 、 有 機 性 廃 棄 物 を ス ラ リ ー 状 に 微 破 砕 し た 上 で メ タ ン 発 酵 微 生 物 群
（ 以 下 、 分 解 微 生 物 と い う ） が 付 着 し た 担 体 を 配 設 し た バ イ オ リ ア ク タ ー （ 以 下 、 発 酵 槽
と い う ） に 投 入 し 、 分 解 微 生 物 が 活 性 を 示 す 温 度 で 廃 棄 物 ス ラ リ ー を 分 解 微 生 物 と 接 触 さ
せ て 分 解 す る 有 機 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 を 開 示 す る 。 ま た 特 許 文 献 ３ は 、 有 機 性 廃 棄 物 ス ラ
リ ー を 発 酵 槽 へ 送 っ て バ イ オ ガ ス と 残 留 有 機 物 と に 変 換 し 、 バ イ オ ガ ス か ら 燃 料 電 池 等 に
よ り 電 力 エ ネ ル ギ ー を 回 収 し 、 残 留 有 機 物 か ら 肥 料 ・ 飼 料 を 回 収 す る シ ス テ ム を 開 示 す る
。 特 許 文 献 １ ～ ３ の 方 法 は 、 下 水 処 理 場 や し 尿 処 理 場 等 に お い て 有 機 性 廃 水 等 か ら メ タ ン
発 酵 を 利 用 し て エ ネ ル ギ ー を 回 収 す る 場 合 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ ～ ３ の メ タ ン 発 酵 処 理 で は 、 有 機 性 廃 棄 物 の 粉 砕 ス ラ リ ー や 有 機 性 廃 水 等 （
以 下 、 こ れ ら を 纏 め て 有 機 物 含 有 液 Ｓ と い う ） を 効 率 的 ・ 安 定 的 に メ タ ン 発 酵 す る た め 、
発 酵 槽 内 の 有 機 物 含 有 液 （ 発 酵 液 ） Ｓ を 適 当 に 攪 拌 し て 均 一 に す る と 共 に 最 適 な 発 酵 温 度
に 保 持 す る 必 要 が あ る 。 様 々 な 攪 拌 方 法 を 採 用 で き る が 、 例 え ば 小 型 の 発 酵 槽 １ で は 、 図
５ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 発 酵 槽 １ の 上 部 に 攪 拌 翼 46付 き 攪 拌 機 45を 設 け 、 発 酵 槽 １ 内 の 有 機
物 含 有 液 Ｓ を 攪 拌 翼 46の 回 転 に よ り 攪 拌 す る 方 法 が 採 用 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し 大 型 の 発
酵 槽 １ や 微 生 物 固 定 床 ２ （ 図 ４ 参 照 ） を 設 け た 発 酵 槽 １ で は 、 図 ５ （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） に 示
す よ う に 発 酵 槽 １ に ポ ン プ ６ 付 き 外 付 け 循 環 路 ５ を 設 け 、 発 酵 槽 １ 内 の 有 機 物 含 有 液 Ｓ を
循 環 路 ５ 経 由 の 循 環 に よ り 攪 拌 す る 方 法 （ 循 環 型 攪 拌 法 ） が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ （ Ａ ） は 、 発 酵 槽 １ 内 の 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 下 部 か ら 抜 き 出 し 上 部 へ 戻 す こ と に よ り
、 発 酵 槽 １ 内 に 下 向 流 を 形 成 し つ つ 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 循 環 さ せ る （ 図 中 の 斜 線 付 き 矢 印 参
照 、 下 向 流 式 の 循 環 型 攪 拌 法 ） 。 こ れ に 対 し 同 図 （ Ｂ ） は 、 発 酵 槽 １ 内 の 有 機 物 含 有 液 Ｓ
を 上 部 か ら 抜 き 出 し 下 部 へ 戻 す こ と に よ り 、 発 酵 槽 １ 内 に 上 向 流 を 形 成 し つ つ 有 機 物 含 有
液 Ｓ を 循 環 さ せ る （ 図 中 の 斜 線 付 き 矢 印 参 照 、 上 向 流 式 の 循 環 型 攪 拌 法 ） 。 同 図 （ Ａ ） の
下 向 流 式 は 、 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 表 面 に で き る ス カ ム 層 を 破 壊 す る こ と が で き 、 発 酵 槽 １ 内
に 発 生 し た バ イ オ ガ ス の 上 昇 流 （ 図 中 の 白 抜 き 矢 印 参 照 ） と の 交 差 に よ り 有 機 物 含 有 液 Ｓ
の 効 果 的 な 攪 拌 が 期 待 で き る 等 の 点 で 、 同 図 （ Ｂ ） の 上 向 流 式 よ り も 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ４ （ Ａ ） は 、 有 機 物 含 有 液 Ｓ か ら バ イ オ ガ ス Ｇ を 回 収 す る 従 来 の メ タ ン 発 酵 処 理 シ ス
テ ム の 一 例 を 示 す 。 ス ラ リ ー タ ン ク 等 の 貯 留 タ ン ク 30に 蓄 え た 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 、 ス ラ リ
ー 専 用 の 回 転 式 ポ ン プ 、 ス ク リ ュ ー 型 ポ ン プ 、 チ ュ ー ブ ポ ン プ 等 の ポ ン プ 31に よ り 、 供 給
路 32経 由 で 発 酵 槽 １ の 頂 部 の 投 入 口 33へ 適 当 な 流 量 で 投 入 す る 。 図 示 例 の 発 酵 槽 １ は 嫌 気
状 態 に 保 持 さ れ た 気 密 槽 で あ り 、 内 部 に 分 解 微 生 物 が 付 着 し た 固 定 床 ２ を 有 し 、 下 部 の 抜
出 口 ３ と 上 部 の 吐 出 口 ８ と の 間 に 外 付 け 循 環 路 ５ を 設 け て い る 。 発 酵 槽 １ に 投 入 さ れ た 有
機 物 含 有 液 Ｓ は 、 下 向 流 式 の 循 環 型 攪 拌 法 で 攪 拌 さ れ な が ら 発 酵 槽 １ 内 に 所 要 時 間 滞 留 し
、 分 解 微 生 物 と の 接 触 に よ り バ イ オ ガ ス Ｇ と 処 理 液 Ｗ と に 分 解 さ れ る 。 処 理 後 の 処 理 液 Ｗ
は 発 酵 槽 １ の 底 部 か ら 排 出 さ れ 、 必 要 に 応 じ て 二 次 処 理 施 設 で 高 度 処 理 し た の ち 下 水 道 や
河 川 に 放 流 さ れ る 。 発 酵 槽 １ 内 の 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 滞 留 時 間 は 、 ポ ン プ 31の 供 給 流 量 と 処
理 液 Ｗ の 排 出 流 量 と に よ り 調 節 で き る 。 発 酵 槽 １ 内 で 生 成 さ れ た バ イ オ ガ ス Ｇ は 、 必 要 に
応 じ て 脱 硫 機 36で 脱 硫 し た の ち 処 理 系 外 へ 回 収 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ７ ０ ８ ０ ８ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 １ ０ － ０ ０ ５ ７ １ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 ３ ０ ６ ４ ２ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 図 ４ （ Ａ ） の メ タ ン 発 酵 処 理 シ ス テ ム に お い て 、 図 ３ （ Ａ ） の よ う に 発 酵 槽 １
へ の 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 投 入 口 33が 一 箇 所 で あ る と 、 投 入 し た 有 機 物 含 有 液 Ｓ が 投 入 口 33の
直 下 に 滞 留 し 、 発 酵 槽 １ 内 で 安 定 し た メ タ ン 発 酵 処 理 を 維 持 で き な い 場 合 が あ る 。 有 機 物
含 有 液 Ｓ 中 の 有 機 物 が 分 解 さ れ て 最 終 的 な ガ ス 生 成 物 Ｇ が で き る ま で の メ タ ン 発 酵 処 理 の
反 応 工 程 は 、 大 き く 三 段 階 に 分 け る こ と が で き る 。 第 一 段 階 で は 、 分 解 微 生 物 中 の 加 水 分
解 菌 に よ り 有 機 物 が 加 水 分 解 さ れ て 低 分 子 量 の 有 機 物 に 分 解 さ れ る （ 加 水 分 解 反 応 ） 。 第
二 段 階 で は 、 分 解 微 生 物 中 の 酸 発 酵 菌 に よ り 低 分 子 量 の 有 機 物 が 酢 酸 等 の 有 機 酸 に 分 解 さ
れ る （ 酸 発 酵 反 応 ） 。 最 終 段 階 に お い て 、 分 解 微 生 物 中 の メ タ ン 生 成 菌 に よ り 有 機 酸 が メ
タ ン と 二 酸 化 炭 素 と に 分 解 さ れ る （ メ タ ン 生 成 反 応 ） 。 こ れ ら の 反 応 の う ち 加 水 分 解 反 応
・ 酸 発 酵 反 応 は 比 較 的 容 易 に 進 行 す る が 、 メ タ ン 生 成 反 応 は メ タ ン 生 成 菌 の 利 用 す る 蟻 酸
や 酢 酸 等 の 有 機 酸 濃 度 が 高 く な り 過 ぎ る と 阻 害 を 受 け る 。 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 一 箇 所 の 投 入
口 33か ら 発 酵 槽 １ へ 投 入 し た 場 合 、 有 機 物 含 有 液 Ｓ が 投 入 口 33の 直 下 の 液 面 Ｆ に 集 中 的 に
供 給 さ れ る こ と と な り 、 そ こ で 微 生 物 反 応 が 局 所 的 に 進 み 有 機 物 含 有 液 Ｓ 内 に 局 所 的 な 有
機 酸 濃 度 の 上 昇 や pHの 低 下 を 生 じ る た め 、 微 生 物 が 死 滅 し て 微 生 物 反 応 の 効 率 が 低 下 す る
場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ４ （ Ａ ） の 発 酵 槽 １ 内 に お け る 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 局 所 的 な 滞 留 を 避 け る た め 、 図 ３ （
Ｂ ） の よ う に 発 酵 槽 １ へ の 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 供 給 路 32に 複 数 の 出 口 ８ を 設 け 、 有 機 物 含 有
液 Ｓ を 各 出 口 ８ に 均 等 に 分 配 し て 発 酵 槽 １ 内 の 液 面 Ｆ の 全 体 に 分 散 す る 方 法 が 考 え ら れ る
。 た だ し こ の 方 法 で は 、 有 機 物 含 有 液 Ｓ が 固 形 分 を 多 量 に 含 み 高 粘 度 で あ る 場 合 に 、 閉 塞
を 避 け る た め 発 酵 槽 １ の 供 給 路 32及 び 複 数 の 出 口 ８ の 配 管 径 を あ る 程 度 大 き く し 、 大 径 の
供 給 路 32か ら 複 数 の 出 口 ８ へ 均 等 に 分 配 す る た め 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 十 分 な 流 量 で 供 給 す る
必 要 が あ る 。 実 際 の メ タ ン 発 酵 施 設 で は 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 発 生 量 （ 例 え ば 、 有 機 性 廃 棄 物
の 回 収 量 ） が 少 な く 、 複 数 の 出 口 ８ へ 均 等 に 分 配 で き る 程 度 の 供 給 流 量 を 確 保 す る こ と が
難 し い 場 合 も 多 い 。 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 大 量 の 水 で 希 釈 す れ ば 、 粘 度 を 下 げ る と 同 時 に 流 量
を 上 げ て 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 分 散 し 易 く す る こ と が 可 能 で あ る が 、 水 量 が 増 え る た め バ イ オ
ガ ス Ｇ の 回 収 効 率 が 低 下 し 、 回 収 効 率 を 上 げ る た め 発 酵 槽 １ の 容 量 を 大 き く す る 必 要 が 生
じ る 。 ま た 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト （ 例 え ば 、 発 酵 槽 １ の 加 熱 等 に 要 す る エ ネ ル ギ ー や 循 環 ポ
ン プ ６ の 容 量 が 大 き く な り 動 力 に か か る コ ス ト ） の 増 大 を 招 く 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 発 酵 槽 １ の 循 環 路 ５ に 供 給
す る 方 法 を 開 示 し て い る 。 供 給 路 32aの 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 循 環 路 ５ 中 の 有 機 物 含 有 液 Ｓ （
以 下 、 循 環 液 Ｓ と い う こ と が あ る ） と 混 合 し た 上 で 発 酵 槽 １ に 投 入 す れ ば 、 供 給 路 32aの
有 機 物 含 有 液 Ｓ の 流 量 が 少 な い 場 合 で も 循 環 路 ５ 中 の 流 量 が 十 分 あ る た め 、 有 機 物 含 有 液
Ｓ を 循 環 液 Ｓ と 混 合 し つ つ 複 数 の 出 口 ８ に 均 等 に 分 配 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し 、 図 ４ （ Ｂ ） の よ う な 下 向 流 式 の 循 環 型 攪 拌 法 で は 、 循 環 路 ５ の ポ ン プ 上 流 側 に
発 酵 槽 １ の 水 圧 が 加 わ っ て お り 、 循 環 路 ５ の ポ ン プ 下 流 側 に も 水 圧 と ポ ン プ 圧 力 と が 加 わ
っ て お り 、 循 環 路 ５ が 常 に 加 圧 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。 こ の た め 図 示 例 の よ う に 有 機 物
含 有 液 Ｓ の 供 給 路 32aを 循 環 路 ５ に 直 接 接 続 す る と 、 何 ら か の 原 因 で 供 給 ポ ン プ 31が 停 止
し た 場 合 や 供 給 路 32aに シ ー ル 漏 れ 等 が 生 じ た 場 合 に 、 循 環 路 ５ 内 の 循 環 液 Ｓ が 供 給 路 32a
側 に 逆 流 し て 外 部 に 漏 れ 出 す 重 大 事 故 を 起 こ す 危 険 が あ る 。 供 給 路 32aに 循 環 液 Ｓ の 逆 流
防 止 用 の 逆 止 弁 を 設 置 し た と し て も 、 有 機 物 含 有 液 Ｓ に 多 量 に 含 ま れ る 固 形 分 が 逆 止 弁 を
閉 塞 し て 逆 止 弁 が 十 分 に 機 能 し な い お そ れ が あ る 。 ま た 、 同 図 に 点 線 で 示 す よ う に 供 給 路
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32bを 循 環 路 ５ と の 接 続 点 よ り 高 く 保 持 し た と し て も 、 サ イ フ ォ ン 現 象 に よ り 循 環 液 Ｓ が
供 給 路 32a側 へ 逆 流 す る 可 能 性 が あ り 、 や は り 循 環 液 Ｓ の 外 部 漏 れ を 確 実 に 防 止 す る こ と
は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 有 機 物 含 有 液 の 安 定 し た 発 酵 処 理 を 安 全 に 維 持 で き る 有 機 物 含
有 液 の 発 酵 槽 投 入 方 法 及 び 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ の 実 施 例 を 参 照 す る に 、 本 発 明 に よ る 有 機 物 含 有 液 の 発 酵 槽 投 入 方 法 は 、 分 解 微 生
物 を 保 持 し 微 生 物 と の 接 触 に よ り 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 分 解 す る 発 酵 槽 １ に 槽 １ 内 の 有 機 物 含
有 液 Ｓ を 下 部 か ら 抜 き 出 し 頂 部 に 分 散 配 置 し た 複 数 の 吐 出 口 ８ へ 戻 す ポ ン プ ６ 付 き 外 付 け
循 環 路 ５ を 設 け 、 被 処 理 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 発 酵 槽 １ の 液 面 レ ベ ル Ｌ の 高 さ に 保 持 し た 液 溜
タ ン ク 10を 介 し て 循 環 路 ５ に 供 給 し 且 つ 循 環 路 ５ の 循 環 液 Ｓ と 共 に 複 数 の 吐 出 口 ８ か ら 発
酵 槽 １ 内 に 投 入 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 液 溜 タ ン ク 10内 に 発 酵 槽 １ 内 の 上 部 空 間 ４ と 連 通 す る 頂 部 空 間 13を 設 け 、
被 処 理 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 液 溜 タ ン ク 10の 頂 部 空 間 13に 取 り 入 れ 液 溜 タ ン ク 10の 底 部 か ら 循
環 路 ５ に 供 給 す る 。 更 に 好 ま し く は 、 液 溜 タ ン ク 10の 頂 部 及 び 底 部 を 循 環 路 ５ の ポ ン プ 下
流 側 5b及 び 上 流 側 5aに 接 続 し 、 被 処 理 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 循 環 路 ５ の ポ ン プ 下 流 側 5bか ら 液
溜 タ ン ク 10内 に 引 き 込 ん だ 循 環 液 Ｓ と 混 合 し て 循 環 路 ５ の ポ ン プ 上 流 側 5aへ 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 図 １ の 実 施 例 を 参 照 す る に 、 本 発 明 に よ る 有 機 物 含 有 液 の 処 理 装 置 は 、 分 解 微 生 物
を 保 持 し 微 生 物 と の 接 触 に よ り 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 分 解 す る 発 酵 槽 １ 、 発 酵 槽 １ 内 の 有 機 物
含 有 液 Ｓ を 下 部 か ら 抜 き 出 し 頂 部 に 分 散 配 置 し た 複 数 の 吐 出 口 ８ へ 戻 す ポ ン プ ６ 付 き 外 付
け 循 環 路 ５ 、 発 酵 槽 １ の 液 面 レ ベ ル Ｌ の 高 さ に 保 持 さ れ 且 つ 底 部 が 循 環 路 ５ に 接 続 さ れ た
液 溜 タ ン ク 10、 及 び 液 溜 タ ン ク 10の 頂 部 に 接 続 さ れ た 被 処 理 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 供 給 路 32を
備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 液 溜 タ ン ク 10内 の 頂 部 と 発 酵 槽 ５ 内 の 上 部 空 間 ４ と を 連 通 す る 均 圧 路 18を
設 け る 。 更 に 好 ま し く は 、 液 溜 タ ン ク 10の 底 部 を 循 環 路 ５ の ポ ン プ 上 流 側 5aに 接 続 し 、 液
溜 タ ン ク 10の 頂 部 に 循 環 路 ５ の ポ ン プ 下 流 側 5bか ら 循 環 液 Ｓ を 引 き 込 む 調 節 弁 16付 き 引 込
路 15を 設 け る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 有 機 物 含 有 液 の 発 酵 槽 投 入 方 法 及 び 処 理 装 置 は 、 被 処 理 有 機 物 含 有 液 Ｓ を
発 酵 槽 １ の 液 面 レ ベ ル Ｌ の 高 さ に 保 持 し た 液 溜 タ ン ク 10を 介 し て 発 酵 槽 １ の 外 付 け 循 環 路
５ に 供 給 し 、 循 環 路 ５ の 循 環 液 Ｓ と 共 に 発 酵 槽 １ の 頂 部 に 分 散 配 置 し た 複 数 の 吐 出 口 ８ を
介 し て 発 酵 槽 １ 内 に 投 入 す る の で 、 次 の 顕 著 な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ イ ） 被 処 理 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 複 数 の 吐 出 口 ８ か ら 発 酵 槽 １ 内 の 液 面 に 分 散 し て 投 入 す る
の で 、 発 酵 槽 １ 内 に お け る 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 局 所 的 な 滞 留 を 避 け 、 発 酵 槽 １ 内 の 安 定 し た
発 酵 を 維 持 で き る 。
（ ロ ） 被 処 理 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 循 環 路 ５ 内 の 大 量 の 循 環 液 Ｓ と 共 に 発 酵 槽 １ に 投 入 す る の
で 、 有 機 物 含 有 液 Ｓ が 少 量 で あ っ て も 、 そ れ を 複 数 の 吐 出 口 ８ に 均 等 に 分 散 し て 発 酵 槽 １
内 に 投 入 で き る 。
（ ハ ） 液 溜 タ ン ク 10内 に 発 酵 槽 １ 内 の 上 部 空 間 ４ と 連 通 す る 頂 部 空 間 13を 設 け 、 被 処 理 有
機 物 含 有 液 Ｓ の 供 給 路 32を 液 溜 タ ン ク 10の 頂 部 空 間 13に 接 続 す る と 共 に 液 溜 タ ン ク 10の 底
部 を 循 環 路 ５ と 接 続 す る こ と に よ り 、 循 環 路 ５ か ら 供 給 路 32へ の 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 逆 流 を
頂 部 空 間 13に よ っ て 有 効 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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（ ニ ） 液 溜 タ ン ク 10に 中 和 剤 等 の 分 解 処 理 添 加 剤 を 流 入 さ せ る こ と に よ り 、 被 処 理 有 機 物
含 有 液 Ｓ と 共 に 添 加 剤 を 発 酵 槽 １ 内 の 液 面 に 均 等 に 分 散 投 入 す る こ と が で き る 。
（ ホ ） 液 溜 タ ン ク 10の 頂 部 及 び 底 部 を 循 環 路 ５ の ポ ン プ 下 流 側 5b及 び 上 流 側 5aと 接 続 す る
こ と に よ り 、 被 処 理 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 循 環 路 ５ の ポ ン プ 下 流 側 5bか ら 引 き 込 ん だ 循 環 液 Ｓ
と の 混 合 に よ り 粘 度 を 十 分 低 下 さ せ た 上 で 循 環 路 ５ の ポ ン プ 上 流 側 5aに 供 給 す る こ と が 可
能 と な る 。
（ ヘ ） ま た 、 液 溜 タ ン ク 10と 発 酵 槽 １ と を 液 面 レ ベ ル 高 さ で 連 結 し 、 循 環 路 ５ の ポ ン プ 下
流 側 5bに 切 替 弁 20経 由 で 異 物 タ ン ク 21を 接 続 す る こ と に よ り 、 発 酵 槽 １ 内 の 液 面 の 浮 遊 異
物 を 液 溜 タ ン ク 10経 由 で 異 物 タ ン ク 21へ 排 出 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 、 有 機 性 廃 棄 物 の 粉 砕 ス ラ リ ー で あ る 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 分 解 微 生 物 と の 接 触 に よ
り 分 解 し て バ イ オ ガ ス Ｇ を 回 収 す る 本 発 明 の 処 理 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 。 図 示 例 の 処 理 装
置 は 、 分 解 微 生 物 を 保 持 す る 発 酵 槽 １ と 、 発 酵 槽 １ 内 の 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 下 向 流 式 （ 図 ５
（ Ａ ） 参 照 ） で 循 環 さ せ る ポ ン プ ６ 付 き 外 付 け 循 環 路 ５ と 、 循 環 路 ５ に 接 続 さ れ た 液 溜 タ
ン ク 10と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 示 例 の 発 酵 槽 １ は 、 図 ４ に 示 し た 従 来 の 発 酵 槽 と 同 様 の 気 密 槽 で あ り 、 内 部 に 微 生 物
固 定 床 ４ を 有 し 、 固 定 床 ４ に 上 述 し た 加 水 分 解 菌 、 酸 発 酵 菌 、 メ タ ン 生 成 菌 等 が 含 ま れ る
分 解 微 生 物 を 保 持 さ せ る 。 固 定 床 ４ は 分 解 微 生 物 が 高 濃 度 に 付 着 可 能 な 適 当 な 担 体 、 例 え
ば ガ ラ ス 繊 維 製 又 は 炭 素 繊 維 製 の 中 空 筒 状 担 体 を 規 則 的 に 並 べ た も の で あ る 。 た だ し 、 本
発 明 の 適 用 対 象 の 発 酵 槽 １ は 分 解 微 生 物 を 保 持 し て い れ ば 足 り 、 固 定 床 ４ を 有 す る 発 酵 槽
１ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 示 例 の 循 環 路 ５ は 、 循 環 ポ ン プ ６ と 、 循 環 ポ ン プ ６ の 一 端 を 発 酵 槽 １ の 下 部 抜 出 口 ３
に 接 続 す る ポ ン プ 上 流 路 5aと 、 循 環 ポ ン プ ６ の 他 端 を 発 酵 槽 １ の 頂 部 に 接 続 す る ポ ン プ 下
流 路 5bと 、 ポ ン プ 下 流 路 5bの 発 酵 槽 側 端 に 取 り 付 け た 分 散 吐 出 器 ７ と を 有 す る 。 分 散 吐 出
器 ７ は 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 発 酵 槽 １ の 頂 面 ９ に 分 散 配 置 さ れ た 複 数 の 吐 出 口 ８ を
有 す る 。 発 酵 槽 １ 内 の 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 、 循 環 ポ ン プ ６ に よ り 抜 出 口 ３ か ら ポ ン プ 上 流 路
5a経 由 で 抜 き 出 し 、 ポ ン プ 下 流 路 5b経 由 で 分 散 吐 出 器 ７ へ 送 り 、 分 散 吐 出 器 ７ の 複 数 の 吐
出 口 ８ か ら 発 酵 槽 １ 内 へ 戻 す こ と に よ り 循 環 さ せ る 。 循 環 路 ５ 内 の 循 環 液 Ｓ が 複 数 の 吐 出
口 ８ に 均 等 に 分 配 さ れ る よ う に 、 循 環 ポ ン プ ６ に よ り 循 環 路 ５ 内 の 循 環 液 Ｓ の 流 量 を 調 整
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 示 例 の 液 溜 タ ン ク 10は 、 発 酵 槽 １ の 液 面 レ ベ ル Ｌ の 高 さ に 保 持 さ れ 、 被 処 理 有 機 物 含
有 液 Ｓ の 供 給 路 32に 連 な る 頂 部 の 流 入 口 11と 、 循 環 路 ５ に 連 な る 底 部 の 流 出 口 12と を 有 す
る 。 ま た 液 溜 タ ン ク 10は 、 流 入 口 11か ら 流 入 す る 有 機 物 含 有 液 Ｓ に よ り 充 満 し な い 容 量 と
し 、 タ ン ク 内 に 溜 ま る 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 液 面 と タ ン ク 頂 部 の 流 入 口 11と の 間 に 頂 部 空 間 13
を 設 け る 。 液 溜 タ ン ク 10内 に 設 け た 頂 部 空 間 13に よ り 、 供 給 路 32内 の 有 機 物 含 有 液 Ｓ と 循
環 路 ５ 内 の 循 環 液 Ｓ と を 液 溜 タ ン ク 10で 一 旦 切 断 （ 縁 切 り ） し 、 循 環 路 ５ か ら 供 給 路 32へ
の 液 漏 れ 又 は 液 流 出 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し く は 、 液 溜 タ ン ク 10を 密 閉 タ ン ク と し 、 液 溜 タ ン ク 10内 の 頂 部 と 発 酵 槽 ５ 内 の 上
部 空 間 ４ と を 連 通 す る 均 圧 路 18を 設 け る 。 発 酵 槽 ５ 内 の 上 部 空 間 ４ は 発 酵 時 の 生 成 バ イ オ
ガ ス Ｇ に よ り 高 圧 と な り 得 る が 、 液 溜 タ ン ク 10を 密 閉 タ ン ク と し て 均 圧 路 18に よ り 液 溜 タ
ン ク 10の 頂 部 空 間 13と 発 酵 槽 １ の 上 部 空 間 ４ と を 同 圧 と す れ ば 、 液 溜 タ ン ク 10内 の 液 面 レ
ベ ル を 常 に 発 酵 槽 １ 内 の 液 面 レ ベ ル Ｌ と 一 致 さ せ る こ と が で き る 。 た だ し 、 液 溜 タ ン ク 10
の 密 閉 は 本 発 明 に 必 須 で は な く 、 液 溜 タ ン ク 10は 上 述 し た 頂 部 空 間 13を 形 成 で き る も の で
あ れ ば 足 り 、 例 え ば 頂 部 開 放 タ ン ク と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 ま た 図 示 例 で は 、 液 溜 タ ン ク 10の 底 部 を 循 環 路 ５ の ポ ン プ 上 流 側 5aよ り 上 方 レ ベ ル に 保
持 し 、 液 溜 タ ン ク 10の 底 部 の 流 出 口 12を 流 出 路 17経 由 で 循 環 路 ５ の ポ ン プ 上 流 側 5aに 接 続
し 、 液 溜 タ ン ク 10内 の 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 重 力 に よ り 循 環 路 ５ の ポ ン プ 上 流 側 5aに 流 下 さ せ
て い る 。 液 溜 タ ン ク 10の 配 置 レ ベ ル は 図 示 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 液 溜 タ ン ク 10と
循 環 路 ５ と の 間 に 適 当 な ポ ン プ を 設 け て も よ い 。 た だ し 、 有 機 物 含 有 液 Ｓ が 固 形 分 を 多 量
に 含 み 高 粘 度 で あ る 場 合 は 、 流 出 路 17内 を 低 圧 で 流 下 す る 有 機 物 含 有 液 Ｓ に よ っ て 流 出 路
17が 閉 塞 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 望 ま し く は 、 図 示 例 の よ う に 液 溜 タ ン ク 10の 頂 部 を 循 環 路 ５ の ポ ン プ 下 流 側 5bの 下 方 レ
ベ ル に 保 持 し 、 液 溜 タ ン ク 10の 頂 部 に 循 環 路 ５ の ポ ン プ 下 流 側 5bか ら 循 環 液 Ｓ を 引 き 込 む
調 節 弁 16付 き 引 込 路 15を 設 け る 。 循 環 路 ５ の 循 環 液 Ｓ は 発 酵 が 進 ん で い る た め 有 機 物 が 90
％ 程 度 分 解 さ れ て お り 、 供 給 路 32の 被 処 理 有 機 物 含 有 液 Ｓ に 比 し 粘 土 が 1/10程 度 と な っ て
い る 。 液 溜 タ ン ク 10に お い て 、 供 給 路 32の 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 循 環 路 ５ の ポ ン プ 下 流 側 5bか
ら 引 き 込 ん だ 循 環 液 Ｓ と 混 合 し 、 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 粘 度 を 下 げ て 循 環 路 ５ の ポ ン プ 上 流 側
5aへ 流 下 さ せ る こ と に よ り 、 流 出 路 17の 閉 塞 を 防 止 す る 。 流 出 路 17に 流 下 さ せ る 有 機 物 含
有 液 Ｓ の 粘 度 は 、 調 節 弁 16に よ る 循 環 液 Ｓ の 引 き 込 み 量 に よ り 調 整 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 被 処 理 有 機 物 含 有 液 Ｓ は 、 貯 留 タ ン ク 30か ら 供 給 ポ ン プ 31及 び 供 給 路 32を 介 し て 適 当 な
流 量 で 液 溜 タ ン ク 10の 頂 部 の 流 入 口 11へ 導 か れ 、 液 溜 タ ン ク 10内 の 頂 部 空 間 13に 供 給 さ れ
る 。 液 溜 タ ン ク 10に お い て 、 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 粘 度 を 引 込 路 15か ら 引 き 込 ん だ 循 環 液 Ｓ と
混 合 す る こ と に よ り 調 節 す る 。 粘 度 調 節 後 の 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 、 底 部 の 流 出 口 12か ら 流 出
路 17経 由 で 循 環 路 ５ へ 流 下 さ せ る 。 例 え ば 供 給 ポ ン プ 31に よ る 供 給 流 量 を 、 流 出 路 17へ の
流 下 流 量 と 引 込 路 15か ら の 循 環 液 Ｓ の 引 込 量 と の 関 係 を 考 慮 し て 、 例 え ば 液 溜 タ ン ク 10内
の 液 面 が ほ ぼ 中 間 高 さ 位 置 と な る よ う に 調 整 す る 。 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 液 溜 タ ン ク 10内 の 頂
部 空 間 13に 供 給 す る こ と に よ り 、 た と え 供 給 ポ ン プ 31の 故 障 等 が 発 生 し た 場 合 等 で も 、 液
溜 タ ン ク 10内 の 頂 部 空 間 13に よ り 、 循 環 路 ５ の 有 機 物 含 有 液 Ｓ が 供 給 路 32aへ 逆 流 し た り
サ イ フ ォ ン 現 象 に よ り 流 入 し た り す る 事 態 を 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 循 環 路 ５ に 供 給 さ れ た 有 機 物 含 有 液 Ｓ は 、 循 環 ポ ン プ ６ に よ り 循 環 路 ５ 内 の 循 環 液 Ｓ と
共 に 発 酵 槽 １ の 頂 部 の 分 散 吐 出 器 ７ へ 送 ら れ る 。 図 示 例 の 循 環 路 ５ に は ポ ン プ 下 流 側 5bに
熱 交 換 器 35が 接 続 さ れ て お り 、 循 環 路 ５ 内 の 循 環 液 Ｓ は 熱 交 換 器 35に お い て 適 当 な 高 温 流
体 Ｈ と の 熱 交 換 に よ り 最 適 な 発 酵 温 度 に 加 熱 さ れ る 。 ま た 、 循 環 路 ５ 内 の 循 環 液 Ｓ の 流 量
は 複 数 の 吐 出 口 ８ へ 均 等 に 分 配 さ れ る よ う に 調 整 さ れ て い る 。 循 環 路 ５ に 供 給 さ れ た 有 機
物 含 有 液 Ｓ は 循 環 液 Ｓ と 共 に 熱 交 換 器 35に お い て 加 熱 さ れ た の ち 複 数 の 吐 出 口 ８ か ら 発 酵
槽 １ 内 の 液 面 Ｆ の 全 体 に 分 散 し て 投 入 さ れ る 。 有 機 物 含 有 液 Ｓ を 液 面 全 体 に 分 散 し て 投 入
す る こ と に よ り 、 発 酵 槽 １ 内 に お け る 局 所 的 な 有 機 酸 濃 度 の 上 昇 や pHの 低 下 を 防 止 し 、 発
酵 槽 １ 内 の 発 酵 処 理 を 安 定 的 に 促 進 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ う し て 本 発 明 の 目 的 で あ る 「 有 機 物 含 有 液 の 安 定 し た 発 酵 処 理 を 安 全 に 維 持 で き る 有
機 物 含 有 液 の 発 酵 槽 投 入 方 法 及 び 処 理 装 置 」 の 提 供 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る 有 機 物 含 有 液 Ｓ の 処 理 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 。 同 図 の 液 溜 タ ン
ク 10は 中 和 剤 や 微 量 栄 養 剤 等 の 分 解 処 理 添 加 剤 の 供 給 口 28を 有 し 、 供 給 口 28を 添 加 剤 輸 送
路 27経 由 で 添 加 剤 タ ン ク 26に 接 続 し て い る 。 必 要 に 応 じ て 添 加 剤 タ ン ク 26か ら 液 溜 タ ン ク
10へ 添 加 剤 を 供 給 す る こ と に よ り 、 有 機 物 含 有 液 Ｓ と 共 に 添 加 剤 を 発 酵 槽 １ の 頂 部 の 分 散
吐 出 器 ７ へ 送 り 、 発 酵 槽 １ 内 の 液 面 Ｆ の 全 体 に 分 散 し て 投 入 す る こ と が で き る 。 添 加 剤 輸
送 路 27に 適 当 な 調 節 弁 又 は ポ ン プ を 設 け る こ と に よ り 、 添 加 剤 の 添 加 量 を 調 節 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 ま た 図 ２ の 実 施 例 で は 、 発 酵 槽 １ と 液 溜 タ ン ク 10と を 開 閉 弁 23付 き 異 物 排 出 路 24に よ り
液 面 レ ベ ル Ｌ の 高 さ で 連 結 し 、 循 環 路 ５ の ポ ン プ 下 流 側 5bに 切 替 弁 20経 由 で 異 物 タ ン ク 21
を 接 続 し 、 開 閉 弁 23の 開 放 と 切 替 弁 20の 切 り 替 え と に よ り 発 酵 槽 １ の 液 面 Ｆ の 浮 遊 異 物 （
例 え ば 、 微 細 な プ ラ ス チ ッ ク ・ 発 酵 が 困 難 な 繊 維 類 等 ） を 液 溜 タ ン ク 10経 由 で 異 物 タ ン ク
21に 排 出 可 能 と し て い る 。 こ の 場 合 、 均 圧 路 18に よ り 液 溜 タ ン ク 10内 の 頂 部 空 間 13と 発 酵
槽 ５ 内 の 上 部 空 間 ４ と を 連 通 す る こ と に よ り 、 液 溜 タ ン ク 10内 の 液 面 レ ベ ル を 発 酵 槽 １ 内
の 液 面 レ ベ ル Ｌ と 一 致 さ せ る こ と が で き る 。 異 物 排 出 路 24は 、 様 々 な 異 物 を 排 出 で き る よ
う に 適 当 な 管 径 と す る こ と が で き 、 好 ま し く は 異 物 に よ り 閉 塞 し に く い 十 分 大 き な 管 径 と
す る 。 通 常 の 処 理 運 転 時 は 、 開 閉 弁 23を 閉 鎖 す る と 共 に 切 替 弁 20に よ り 循 環 ポ ン プ ６ と 分
散 吐 出 器 ７ と を 接 続 す る 。 必 要 に 応 じ て 適 宜 に 開 閉 弁 23を 開 放 す る と 共 に 切 替 弁 20に よ り
循 環 ポ ン プ ６ と 異 物 タ ン ク 21と を 接 続 し 、 発 酵 槽 １ の 液 面 Ｆ の 浮 遊 異 物 を 液 溜 タ ン ク 10、
流 出 路 17、 循 環 路 ５ の ポ ン プ 上 流 側 5a、 循 環 ポ ン プ ６ 、 循 環 路 ５ の ポ ン プ 下 流 側 5b、 切 替
弁 20及 び 異 物 搬 送 路 22を 介 し て 異 物 タ ン ク 21へ 搬 送 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 で 用 い る 分 散 配 置 の 複 数 の 吐 出 口 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 有 機 物 含 有 液 の 発 酵 槽 投 入 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 発 酵 槽 内 の 有 機 物 含 有 液 の 攪 拌 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ … 発 酵 槽 　 　 　 　 　 　 ２ … 微 生 物 担 体
３ … 抜 出 口 　 　 　 　 　 　 ４ … 上 部 空 間
５ … 循 環 路 　 　 　 　 　 　 5a… ポ ン プ 上 流 側
5b… ポ ン プ 下 流 側 　 　 　 ６ … 循 環 ポ ン プ
７ … 分 散 吐 出 器 　 　 　 　 ８ … 吐 出 口
９ … 頂 壁 　 　 　 　 　 　 　 10… 液 溜 タ ン ク
11… 流 入 口 　 　 　 　 　 　 12… 流 出 口
13… 頂 部 空 間 　 　 　 　 　 14… 取 入 口
15… 引 込 路 　 　 　 　 　 　 16… 調 節 弁
17… 流 出 路 　 　 　 　 　 　 18… 均 圧 路
20… 切 替 弁 　 　 　 　 　 　 21… 異 物 タ ン ク
22… 異 物 搬 送 路 　 　 　 　 23… 開 閉 弁
24… 異 物 排 出 路 　 　 　 　 26… 添 加 剤 タ ン ク
27… 添 加 剤 輸 送 路 　 　 　 28… 添 加 剤 供 給 口
30… 貯 留 タ ン ク 　 　 　 　 31… 供 給 ポ ン プ
32… 供 給 路 　 　 　 　 　 　 33… 投 入 口
35… 熱 交 換 器 　 　 　 　 　 36… 脱 硫 機
45… 攪 拌 機 　 　 　 　 　 　 46… 攪 拌 翼
Ｆ … 液 面 　 　 　 　 　 　 　 Ｇ … バ イ オ ガ ス
Ｈ … 高 温 流 体 　 　 　 　 　 Ｌ … 水 位 レ ベ ル
Ｓ … 有 機 物 含 有 液 　 　 　 Ｗ … 処 理 水
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